



























(1946年 8 月 ~9 月:長崎)
被爆距離 ケロイドの症例数
~1. 0km 7 
1. 1~1. 5 26 


















調査数 ケロイド例数 % 
158 106 67.1 
114 24 21.0 
(調，手塚， 1959年より改変)
部位別ケロイド発生頻度
(1946年 8 月 ~9 月:長崎)
位 イ牛 数 % 
顔 38 9.1 
頚 26 6.2 
胸 29 6.9 
肩 47 11.2 
腕 66 15.7 
腕 85 20.2 
手 21 5.0 
背 16 3.9 
腿 17 4.0 
腿 32 7.6 
足 43 10.2 























































推定線数(cGy) 第 1群 第 2群 混濁例/検査例(%)
0~49 17.4% 5.3% 5/42(11.9) 
50~99 22.2 31.3 9/34(26.5) 
100~199 56.5 41.9 26/54 (48.1) 
200~499 58.1 42.9 21/38(55.3) 
500以上 90.0 9/10(90.0) 
























表 5 月経異常(1945年11月 1 日 ~20日調査，員田ら:長崎)
被爆距離(km) 検査数 月経異常数 1ヶ月以上無月経数
。~0.9 11 11 (100.0%) 9 (81.8%) 
0.9~1. 8 80 70 (87.5%) 60 (75.0%) 
1. 8~2.9 50 33 (66.0%) 31 (62.0%) 
2.9~3.9 83 41 (49.4%) 27 (32.5%) 
3.9~ 102 26 (25.5%) 18 (17.6%) 
計 326 181 (55.5%) 145 (44.5%) 
(Oughterson & Warren， 1956年， p. 162より引用改変)
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表 B 被爆距離と妊娠分娩経過 (1945年11月 1 日 ~20日調査，員田ら:長崎)
被爆距離(km) 妊婦数 流死産(%) 早産(%)異常妊娠終結(%)
0~0.9 5 5(100.0) 。 5(100.0) 
0.9~1. 8 14 8 (57.1) 6(42.9) 14 (100.0) 
1. 8~2.9 20 14 (70.0) 1 (5.0) 15 (75.0) 
2.9~3.9 35 3 (8.6) 。 3 (8.6) 
3.9~ 103 3 (2.9) 5 (4.9) 8 (7.8) 
計 177 33 (18.6) 12 (6.8) 45 (25.4) 













被爆状況 受胎数 流産 死産胎児死亡(%)
。~2.0km
放射能症(+) 30 3 4 23.3 
。~2. 0I岨
放射能症(ー) 68 1 2 4.4 
4.0~5.0km 
対 照 113 2 1 2.7 





放射能症(+) 23 3 3 26.1 
。~2.0km
放射能症(-) 65 3 。 4.6 
4.0~5.0km 
女す 照 110 l 3 3.6 




放射能症(+) 16 4 12 25.0 
。~2.0凶
放射能症(-) 60 1 59 1.6 
4.0~5.0凶
対 日召 106 。 106 。



















O~ 9 0/1 0/9 
10~19 0/7 0/6 
20~29 0/5 2/7 
30~39 2/4 0/6 
40~49 0/6 0/3 
50~99 0/9 0/11 
100~149 0/2 1/5 
150~ 8(3)/9 2 (1) /9 
対 照 10/246 
胎内被爆計 10(3)/423 5 (1) /56 

















で，末梢血リンパ球の染色体に異常が見られる事が知られている (Bloomet al.， 




線量(cGy) 検索例数 観察細胞数 異常細胞頻度
対照群 156 14748 0.87% 
1~99 57 5472 1.41 
100~199 62 5727 1.27 
200~299 58 5443 2.15 
300~399 30 2753 3.01 
400~499 24 2312 6.36 
500以上 16 1566 12.52 
(Awa et， al.， 1978年より改変)
表12 長崎原爆被爆者の骨髄細胞に見られる
染色体異常
被爆距離 検索例数 観察細胞数 異常細胞頻度
~1. 0凶 15 872 1.4% 
1. 0~2.5 15 981 0.5 
2.5~ 15 871 0.1 
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